　　事業指第　１０８１号
平成１９年５月１５日

介護保険事業所管理者　様
大阪府健康福祉部医務・福祉指導室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業者指導課長

麻しん（はしか）に対する注意喚起について（通知）

　平素は、本府健康福祉行政の推進に格段のご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、平成１９年５月１１日に大阪府内では今年初となる麻しん（はしか）の集団感染が確認されました。

　現在、全国的には南関東地域での麻しんの散発的な流行、小・中・高等学校などでの集団発生が報告されていますが、麻しんは感染力が非常に強く、今後、府内での流行と感染者の増加が懸念されています。

各事業所管理者におかれては、日頃から利用者及び職員の健康管理に留意されていることと存じますが、このような状況に鑑み、今一度下記の事項にご留意くださいますようお願いいたします。
記

○麻しんとは

　麻しんは、空気感染（飛沫核感染）、飛沫感染、接触感染とさまざまな感染経路を示す疾患で、感染力は極めて強いとされています。麻しんに対して免疫をもたない人が感染した場合は、10日前後の潜伏期を経て、発熱で発症します。

　カタル期（3～5日）は38℃前後の発熱、咳、鼻水、結膜充血がみられ、後に口の中に小斑点が現れます。その後、発疹期（4～5日）に、再び高熱となり、赤い小さな発疹が耳の後ろ、顔面から出はじめて次第に手足などに広がります。

　ワクチンを接種済の場合でも、年数が経過して免疫が低下するなどにより感染するケースも見られます。非典型的な症状を示す「修飾麻しん」と呼ばれます。

○予防には麻しんワクチンが有効

　予防接種により、発症・重症化を予防できるとされています。予防接種法による定期接種は、1歳と小学校就学前1年間の2回接種が受けられます。定期接種の対象の方は、早めに予防接種をお受けください。

　また、これまで予防接種を受けていない方で、麻しんに罹患していない方は、予防接種を受けることを勧めます。

○麻しん患者と接触が考えられる場合

　麻しん患者と接触後、3日以内に予防接種を受けると発症・重症化を予防できるとされています。かかりつけ医等とご相談の上、未接種の方は早めに接種を受けることを勧めます。定期接種の対象の方以外は、任意での接種になります。

○疑われる症状が出現した場合

　発熱、せき、発しんなどの症状が出た場合には、学校や仕事を休み、早めに医療機関を受診してください。麻しん患者と接触していた場合には、受診の前にそのことを電話等で伝えておいてください。

　過去に予防接種を受けたことのある方は、発しん等の典型的な症状が出現しないことがありますので、症状だけで判断せずにかかりつけ医等にご相談ください。

（関連情報）
・大阪府健康福祉部健康づくり感染症課

http://www.pref.osaka.jp/chiiki/kenkou/kansen/jouhou/0704mashin.html
・大阪府感染症情報センター

　http://www.iph.pref.osaka.jp/infection/index.html
・国立感染症研究所・感染症情報センター

　　http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/index.html
　　　　　　
	（問い合わせ先）

　大阪府健康福祉部

　　医務・福祉指導室事業者指導課

　　企画調整グループ　

　　℡ 06-6941-0351（内線：4487）




